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?緒 言>
味わいや香り、おいしさなどを期待することなく、
健康への何らかの好影響を期待して経口摂取する製
品を「健康食品」と総称している。明確な定義はな
いため「いわゆる健康食品」「栄養補助食品」あるい
は「健康補助食品」と呼ばれる。これらのうち、医
薬品を連想させる錠剤やカプセル、粉末等の形態を
した製品を「サプリメント」と呼び分けるむきもあ
るが特別な決まりは何もない。
野放し状態の「健康食品」市場に導入された公的
な仕組みが 1991年に創設された特定保健用食品制
度である。健康増進法第 26条の「厚生労働大臣が許
可する特別用途食品」のうち、「食生活において特定
の保健の目的で摂取をする者に対し、その摂取によ
り当該保健の目的が期待できる旨の表示をするも
の」（健康増進法施行規則第 12条第 5項）が特定保
健用食品（以後、特保と省略）である。わかりやす
く言えば「この食品を摂取するとこのような保健効
果が期待できると表示してよい」という許可を厚生
労働省から得た食品であり、当初は通常の食品形態
であることが必須要件であった。
特保制度が発足した 10年後の 2001年には 12種
類のビタミンと 2種類のミネラルについて下限値以
上・上限値以下の量を含む製品であれば「栄養機能
食品」と名乗ることを認める栄養機能食品制度が創
設され、特保制度を合わせて保健機能食品制度と
なった。この際に、通常の食品形態とは言えない錠
剤やカプセル、粉末状の製品、すなわち、医薬品を
連想させる製品形態であっても特保として許可され
ることに変更された。その後、2005年には「疾病リ
スク低減表示特保」「規格基準型特保」「条件付き特
保」が導入され、「疾病のリスクを低減するかもしれ
ません」との表示も認められるようになった。同時
に、保健機能食品には「食生活は、主食、主菜、副
菜を基本に食事のバランスを」の表示が義務づけら
れた。
食品に健康への効能・効果をうたうことは一般的
に禁じられているが、特保は食品としては例外的に
許可を受けた範囲内で「効能的」な文言を書くこと
が認められているのである。独立行政法人国立健
康・栄養研究所のウェブサイトには特保の項目??が
あり、特保を「特定の保健の目的が期待できること
を表示した食品であり、身体の生理学的機能などに
影響を与える保健機能成分（関与成分）を含んでい
ます。他の『いわゆる健康食品』とは異なり、その
保健効果が当該食品を用いたヒト試験で科学的に検
討され、適切な摂取量も設定されています。また、
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その有効性・安全性は個別商品ごとに国によって審
査されています。」と、健康増進法施行規則よりはわ
かりやすく説明しており、「なお、特定保健用食品は
健康が気になる方を対象に設計された食品であり、
病気の治療・治癒を目的に利用する食品ではないこ
とに留意して下さい。」と補足している。
このように、特保は厚生労働省の審査に合格した
製品であり、ヒトを対象に行った実験でそれなりの
効果が認められたことを意味している。しかしなが
ら産業界からの宣伝広告の影響もあり、特保とは何
かを正確に認識しないまま漫然と効果を期待して利
用する人々が少なからず存在する??。食生活教育の
基礎資料とすることを目的に、制度創設から 19年を
経た現時点における特保を概観し、その問題点につ
いて考察した。
なお、09年 9月 1日の消費者庁設置に伴い、保健
機能食品制度は厚生労働省から消費者庁に移管し、
特保マークもやがては「厚生労働省許可」ではなく
「消費者庁許可」となる。本稿はその経過措置期間
中にまとめたものである。
?方 法>
厚生労働省の特保サイト??には許可されている
全製品の一覧表が掲載されており、これは毎月 1～
2回、更新される。記載項目は「通し番号」「商品名」
「申請者」「食品の種類」「関与する成分」「許可を受
けた表示内容」「摂取をする上での注意事項」「1日摂
取目安量」「区分」「許可日」「許可番号」である。
「通し番号」は現時点での番号を示し、一覧表が
更新されると変わることが多い。「食品の種類」はそ
の商品がどのような食品形態であるかを示してい
る。「関与する成分」は保健効果をもたらす物質名で
あり、「許可を受けた表示内容」はどのような保健効
果が期待できるかに言及している。「区分」には現在
「特保」「再許可等特保」「規格基準型特保」「疾病リ
スク低減表示特保」「条件付特保」の 5種類がある。
「許可番号」は今まで許可された特保の総番号であ
り、失効等により欠番がある。
2009年 8月 28日に更新された特保一覧表は 892
製品が収載されている??。この一覧表を元に「食品の
種類」「関与する成分」「許可を受けた表示内容」「区
分」等について検討した。
?結 果>
１．「食品の種類」による分類
「食品の種類」は 62項目にのぼるが、類似する項
目をまとめて 35項目に集約した結果を表１に示し
た。
商品数 188の「粉末清涼飲料」から 5商品の「粉
末飲料」まで、「食品の種類」の名称に「飲料」を含
む商品は 511あり、特保全体の 57.3％を占める。
はっ酵乳や米飯、みそ汁、とうふ、納豆等の食品
全般は 233商品（占有率 26.1％）であった。これら
の中ではヨーグルトを意味するはっ酵乳と乾燥スー
プが多い。米製品、麵類、パン等を「穀類関連」と
してくくるとテーブルシュガーと同じ 23商品で
あった。
「調味料」は 1商品がカルシウム強化みそであり、
3商品がマヨネーズタイプ調味料である。これら 3
商品は油脂含有量が高いので「油脂関連」に集約す
べきであるが、マヨネーズやドレッシング類は「五
訂日本食品標準成分表」では「調味料」に属する。
チューインガムやビスケット等の菓子類は 88商
品（占有率 9.9％）であった。大半はチューインガム
であるが、嗜好品である菓子類に保健効果を求める
ことに違和感を覚える。
通常の食品とは言いがたい「錠菓、粉末、顆粒」
は 60商品（占有率 6.7％）あった。
水または湯に粉末を溶解または懸濁して利用する
「粉末清涼飲料」と「清涼飲料水・清涼飲料」「茶系
飲料」を合計すると 381商品となり、特保全体の
42.8％を占め、いわゆる「飲物」に偏っていること、
および嗜好的食品である菓子類が 1割を占めること
がわかった。
２．「関与する成分」による分類
多岐に渡る「関与する成分」を、主としてその栄
養学的属性で分類することを試みた結果が表２であ
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表１ ?食品の種類」による分類
食品の種類 商品数 占有率％＊１ 類別
粉末清涼飲料 188  317  35.6
清涼飲料水 127 清涼飲料清涼飲料 1
緑茶清涼飲料 1
茶系飲料 62  64  7.2
茶系飲料 ティバック 2
粉末ゼリー飲料 24  37  4.1
ゼリー飲料 13
乳酸菌飲料 32  32  3.6
種
類
名
称
に
「
飲
料
」
を
含
む
コーヒー飲料 31  31  3.5
果実・野菜飲料 5  11  1.2
果実飲料 5
果汁入り飲料 1
炭酸飲料 7  8  0.9
果実着色炭酸飲料 1
乳飲料 5  6  0.7
粉末乳飲料 1
粉末飲料 5  5  0.6
（小計） 511  511  57.3
はっ酵乳
冷凍発酵乳
59 1  60  6.7
乾燥スープ 33  33  3.7
即席麵 11  23  2.6
米飯類（白飯） 4
パン 4 穀類製品乾燥かゆ 2
米飯類（かゆ） 1
乾めん 1
テーブルシュガー 23  23  2.6
食用調理油 16  19  2.1
ファットスプレッド 2 油脂
マーガリン 1
ソーセージ類 7  12  1.3
ミートボール 2 畜産製品
食
品
全
般
ハンバーグ 2
ハム類 1
即席みそ汁 11  11  1.2
シリアル 9  9  1.0
調整豆乳 9  9  1.0
フィッシュソーセージ 4  8  0.9
かまぼこ 1 水産製品魚肉ソーセージ 1
焼きちくわ 1
ふりかけ 1
納豆 8  8  0.9
はっ酵豆乳 8  8  0.9
調味料＊ 2  4  4  0.4
とうふ 3  3  0.3
調味酢 3  3  0.3
（小計） 233  26.1
チューインガム 59  60  6.7
ガム 1
ゼリー 8  10  1.1
粉末ゼリー 2
ビスケット類 6  7  0.8菓
子
類
クッキー 1
米菓 3  3  0.3
チョコレート 3  3  0.3
キャンディ 3  3  0.3
シロップ漬け 2  2  0.2
（小計） 88  88  9.9
錠菓 53  54  6.1 錠菓錠果 1錠
剤
等
粉末 4  4  0.4
顆粒 2  2  0.2
（小計） 60  60  6.7
合 計 892  892  100.0
＊ 1特保 892商品に占める比率
＊ 2マヨネーズ風調味料 3、カルシウム強化みそ 1
表２ ?関与する成分」による分類
関与する成分 商品数 占有率（％）
難消化性デキストリン 247  27.7
還元タイプ難消化性デキストリン 1  0.1
難消化性デキストリン＋小麦ふすま 1  0.1
難消化性でん粉 1  0.1
難消化性再結晶アミロース 1  0.1
ポリデキストロース 2  0.2
キトサン 43  4.8
サイリウム種皮由来の食物繊維 41  4.6
グアーガム分解物（由来の食物繊維） 5  0.6
寒天由来の食物繊維 3  0.3
小麦ふすま由来の食物繊維 4  0.4
糖
質
・
糖
ア
ル
コ
ー
ル
・
食
物
繊
維
ビール酵母由来の食物繊維 1  0.1
低分子化アルギン酸ナトリウム 19  2.1
コーヒー豆マンノオリゴ糖 33  3.7
乳果オリゴ糖 29  3.3
フラクトオリゴ糖 14  1.6
ガラクトオリゴ糖 14  1.6
大豆オリゴ糖 6  0.7
イソマルトオリゴ糖、キシロオリゴ糖 8  0.9
キシリトール（全て他物質とともに） 25  2.8
マルチトール 4  0.4
パラチノース、ラクチュロース、L-アラビノース、ラフィノース 4  0.4
（小計） 506  56.7
大豆たんぱく質 27  3.0
ベータコングリシニン 5  0.6
乳塩基性タンパク質 1  0.1
小麦アルブミン 5  0.6
グロビン蛋白分解物（VVYPとして） 14  1.6 CPP-ACP（乳たんぱく分解物） 25  2.8
サーデンペプチド 58  6.5
リン脂質結合大豆ペプチド（CSPHP） 18  2.0
タ
ン
パ
ク
質
・
ペ
プ
チ
ド
・
ア
ミ
ノ
酸
等
ラクトトリペプチド（VPP,IPP） 12  1.3 CPP（カゼインホスホペプチド） 3  0.3
かつお節オリゴペプチド 7  0.8
その他のペプチド 11  1.2
γ-アミノ酪酸（GABA） 8  0.9
イソロイシルチロシン 4  0.4
ブロッコリー・キャベツ由来の SMCS  2  0.2
ポリグルタミン酸 1  0.1
豆鼓エキス 3  0.3
（小計） 204  22.9
バクテリア関連 77  8.6
ジアシルグリセロール 6  0.7
ジアシルグリセロール＋植物ステロール 4  0.4
植物ステロール 7  0.8
脂
質 中鎖脂肪酸 5  0.6 DHA＋EPA  4  0.4
酢酸 5  0.6
（小計） 31  3.5
カルシウム 20  2.2無
機
質
ヘム鉄 3  0.3
緑茶フッ素 5  0.6
（小計） 28  3.1
茶カテキン 16  1.8ポリ
フ
ェ
ノ
ー
ル
大豆イソフラボン 13  1.5
ポリフェノール 7  0.8
（小計） 36  4.0
ビ タ ミ ン K2  6  0.7
杜 仲 葉 関 連 4  0.4
合 計 892  100.0
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る。「糖質、糖アルコール、食物繊維」が最も多く、
「たんぱく質、ペプチド、アミノ酸等」がそれに続
き、「バクテリア関連」が第 3位であった。
「糖質、糖アルコール、食物繊維」のうちでは、
特保全体の 28％を占める難消化性デキストリン
（247商品）を筆頭にキトサン（43商品）、サイリウ
ム種皮由来食物繊維（41商品）、コーヒー豆マンノオ
リゴ糖（33商品）、乳果オリゴ糖（29商品）と続く。
難消化性デキストリンから低分子化アルギン酸ナト
リウムまでの 369商品（特保全体の 41.4％）に期待
する保健効果は食物繊維としての作用である。また、
各種オリゴ糖の中にも難消化性であることを特性と
するものが多数あり、これもまた食物繊維としての
作用に関連する。
食物繊維に次いで多いのがバクテリア関連であり
（77商品）、特保全体の 8.6％を占める。73商品は乳
酸生産菌であり、それ以外の 3商品が「プロピオン
酸菌による乳清発酵物」、1商品が「Bacillus subtilis
 
K-2株」である。これら 4商品とも、他の 73商品と
同様、整腸効果に言及している。
「関与する成分」としては食物繊維関連が 4割以
上を占めることがわかった。
３．「許可を受けた表示内容」による分類
「許可を受けた表示内容」とは期待される保健効
果のことであり、同一の「関与する成分」であって
も申請者によって表現が異なる。「おなか（お腹）の
調子を整える」が最も多いが「おなかの調子を良好
に保つ」もあり、「おなかの調子を整え、便通を改善
する」にまで言及するもの等、様々である。いずれ
にせよ、いわゆる「整腸効果」を保健効果とする商
品が 326あり、これは特保全体の 36.5％に当たる（表
３）。
次に多いのが脂質関連である。中性脂肪やコレス
テロールの吸収を抑制する、「血清コレステロールを
低下させる物質を使用している」ので、「コレステ
ロールが高めの方の食生活改善に役立つ」等がある。
そのほか、理由の有無を別として「体脂肪が気にな
る方に適している」とされるものがあり、これら脂
質に関連する商品は 183あり、特保全体の 20.5％で
あった。
血糖値への言及は「食後の血糖値が気になる方・
気になり始めた方」と「血糖値が気になる方・気に
なり始めた方」の 2通りがあり、特保全体の 14.7％
を占める。
血圧は全て「血圧が高めの方に適した」であり、
それに続く文言が「食品」「飲料」「緑茶飲料」等で
ある。
４．「区分」による分類
「区分」により特保を分類すると、「特保」531商
品、「再許可特保」323商品、「規格基準型特保」28商
品、「疾病リスク低減表示特保」9商品、「条件付き特
表３ ?許可を受けた表示内容」による分類
許可を受けた表示内容 商品数
全体に占
める比率
（％）
整腸効果 おなか（お腹）の調子 118  13.2
おなかの調子＋便通の改善 72  8.1
おなかの調子・腸内（の）環境 63  7.1
おなかの調子＋ビフィズス菌 29  3.3
おなかの健康、おなかの環境 26  2.9
おなかの調子＋腸内細菌 6  0.7
おなかをすっきり 6  0.7
腸内環境の改善 6  0.7
（小計） 326  36.5
脂質と整腸 コレステロール＋おなかの調子 27  3.0
コレステロールの（が）吸収 72  8.1
コレステロール 37  4.1
コレステロール吸収抑制＋食後
の中性脂肪上昇抑制 4  0.4
中性脂肪・脂質の上昇抑制また
は低下 27  3.0
体に脂肪がつきにくいのが特徴 6  0.7
脂質の吸
収抑制等
中性脂肪・脂質上昇抑制、体に
脂肪がつきにくい 5  0.6
脂肪の吸収を抑える＋体脂肪が
気になる方に 18  2.0
脂肪を消費しやすくするので体
脂肪が気になる方に 8  0.9
体脂肪が気になる方に 6  0.7
（小計） 183  20.5
食後の血糖値が気になる方・気
になり始めた方 73  8.2
血 糖 値 血糖値が気になる方・気になり
始めた方 58  6.5
（小計） 131  14.7
血 圧 血圧が高めの方に適した 110  12.3
歯 歯 67  7.5
骨 骨とカルシウム 43  4.8
 
Fe補 給 貧血気味の人に 3  0.3
 
Ca補 給 カルシウムの吸収 2  0.2
合 計 892  100.0
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保」1商品となる。
「再許可等特保」はすでに許可された商品が名称
ほか、細部を変更する場合に簡略化した審査で再度
の許可を得たものである。
「規格基準型特保」はこれまでの許可件数が多い
成分について規格基準を設け（表４）、それに適合し
ているか否かの審査だけを受け、規格基準を満たし
ていると判断されて許可を得たものである。現在、
28商品がこの区分に属するが、その中の 25商品は
難消化性デキストリン、3商品がオリゴ糖である。難
消化性デキストリンは先述したようにすでに「関与
する成分」としては最多である。「これまでの許可件
数が多い」という点と審査が簡易であることを勘案
すれば、今後、いっそう増加すると考えられる。
「疾病リスク低減表示特保」は「疾病リスクの低
減に資する旨」の表示が認められた特保であり、9商
品がある。現在、「疾病リスクの低減が医学的・栄養
学的に認められ確立されている」とされるのはカル
シウムと葉酸の 2物質である。それぞれの「特定の
保健の用途に係る表示」は表５の通りであり、1日摂
取目安量の下限値・上限値はカルシウムでは
300mg・700mg、葉酸では 400μg・1,000μgである。
現時点ではこの区分に属する 9商品すべてがカルシ
ウムであり、「食品の種類」としては「乳飲料、粉末
乳飲料、清涼飲料水、果汁入り飲料、はっ酵豆乳、
ふりかけ、焼きちくわ、フィッシュソーセージ、魚
肉ソーセージ」である。
「条件付き特保」は、現行の特保の許可に必要と
表４ 特定保健用食品（規格基準型）制度における規格基準
第 1欄 第 2欄 第 3欄 第 4欄
区 分 関与成分 1日摂取目安量 表示できる保健の用途 摂取上の注意事項
Ⅰ (食物繊維） 難消化性デキストリン
（食物繊維として） 3ℊ～ 8ℊ
ポリデキストロース
（食物繊維として） 7ℊ～ 8ℊ
○○（関与成分）が含まれ
ているのでおなかの調子を
整えます。
摂り過ぎあるいは体質・体調によりおなかが緩くな
ることがあります。
多量摂取により疾病が治癒したり、より健康が増進
するものではありません。
他の食品からの摂取量を考えて適量を摂取して下さ
い。
グアーガム分解物
（食物繊維として） 5ℊ～12ℊ
Ⅱ (オリゴ糖） 大豆オリゴ糖 2ℊ～ 6ℊ
フラクトオリゴ糖 3ℊ～ 8ℊ
乳果オリゴ糖 2ℊ～8ℊ
○○（関与成分）が含まれ
ておりビフィズス菌を増や
して腸内の環境を良好に保
つのでおなかの調子を整え
ます。
摂り過ぎあるいは体質・体調によりおなかが緩くな
ることがあります。
多量摂取により疾病が治癒したり、より健康が増進
するものではありません。
他の食品からの摂取量を考えて適量を摂取して下さ
い。
ガラクトオリゴ糖 2ℊ～ 5ℊ
キシロオリゴ糖 1ℊ～ 3ℊ
イソマルトオリゴ糖 10ℊ
Ⅲ (食物繊維）
難消化性デキストリン
（食物繊維として）
4ℊ～6ℊ
※ 1
食物繊維（難消化性デキス
トリン）の働きにより、糖
の吸収をおだやかにするの
で、食後の血糖値が気にな
る方に適しています。
血糖値に異常を指摘された方や、糖尿病の治療を受
けておられる方は、事前に医師などの専門医にご相
談の上、お召し上がり下さい。
摂り過ぎあるいは体質・体調によりおなかがゆるく
なることがあります。
多量摂取により疾病が治癒したり、より健康が増進
するものではありません。
※ 1：1日 1回食事とともに摂取する目安量 Ⅲの区分は 09年 8月 27日通知
表５ 疾病リスク低減表示として現時点で科学的根拠が医学的・栄養学的に広く認められ確立されている成分
関与成分 特定の保健の用途に係る表示 摂取をする上の注意事項
カルシウム
この食品はカルシウムを豊富に含みます。日頃の運動と、適切な量のカ
ルシウムを含む健康的な食事は若い女性が健全な骨の健康を維持し、歳
をとってからの骨粗鬆症になるリスクを低減するかもしれません。
一般には疾病は様々な要因に起因するものであ
り、カルシウムを過剰に摂取しても骨粗鬆症にな
るリスクがなくなるわけではありません。
葉 酸
この食品は葉酸を豊富に含みます。適切な量の葉酸を含む健康的な食事
は、女性にとって、二分脊椎などの神経管閉鎖障害を持つ子どもが生ま
れるリスクを低減するかもしれません。
一般には疾病は様々な要因に起因するものであ
り、葉酸を過剰に摂取しても神経管閉鎖障害を持
つ子どもが生まれるリスクがなくなるわけではあ
りません。
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される科学的根拠のレベル以下ではあるものの、一
定の有効性が確認される食品について、「限定的な科
学的根拠である旨の表示」をすることを条件として
許可対象とされることになったものである。現在、
「中性脂肪が高めの方に適している可能性がある食
品です」という錠菓 1商品がこれにあたる。
５．「食品の種類」「関与する成分」「許可された表示
内容」とそれぞれの関係
最も多い「関与する成分」は難消化性デキストリ
ン（247商品）であるが、その「許可された表示内容」
は整腸効果に言及する 126商品と血糖値に言及する
121商品に、ほぼ 2分される。次に多いバクテリア関
連（77商品）はすべて整腸効果に言及するものであ
るが、73商品は「おなか」または「お腹」という言
葉を用いているが、用いない 4商品は「腸内環境の
改善」と表現していた。3番目に多かったサーデンペ
プチドは全て「血圧が高めの方に適した食品」であっ
た。
なお、「食品の種類」が「粉末」である 4商品はい
ずれも難消化性デキストリンが「関与する成分」で
ある。「錠菓」54商品にはこれを「関与する成分」と
する製品は皆無である。
商品数が格段に多い「清涼飲料」と茶系飲料の主
な「関与する成分」と「許可された表示内容」を表
６に示した。「清涼飲料」の 42.3％、また茶系飲料の
54.7％が難消化性デキストリンを「関与する成分」と
している。
６．「商品名」と「関与する成分」の問題
「青汁」や「黒酢」はいわゆる「健康食品」とし
て知名度が高く、科学的根拠はないにもかかわらず
「体に良い」と信じる消費者も少なくない。「青汁」
や「黒酢」を商品名の一部に含む特保が「青汁」で
は 61商品、「黒酢」では 5商品存在する。
「青汁」関連の 57商品は「粉末清涼飲料」であり、
3商品は「粉末飲料」、1商品が「清涼飲料水」であ
る。「関与する成分」は「難消化性デキストリン」が
34商品、「キトサン」が 21商品、「サーデンペプチド」
が 5商品、SMCSが 1商品である。
「黒酢」関連の「関与する成分」は酢酸とガラク
トオリゴ糖が各々2商品、カルシウムが 1商品であ
る。
商品名に「青汁」や「黒酢」とあっても保健効果
をもたらす成分は緑葉植物や黒酢に由来するわけで
はない。特保を許可された、すなわち「厚生労働省
が『効果を認めた』青汁や黒酢」と早合点する消費
者がいるのではないかと懸念される。
表６ ?清涼飲料」および「茶系飲料」の主な「関与する成分」と「許可された表示内容」別にみた商品数
「食品の種類」 類別関与する成分
商
品
数
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難消化性デキストリン 134 42.3  83  4  47
キトサン 35 11.0  35
サーデンペプチド 24  7.6  24
リン脂質結合大豆ペプチド 18  5.7  18
低分子化アルギン酸ナトリウム 16  5.0  7  9
「清涼飲料」
317商品
?オリゴ糖」 15  4.7  11  3  1
グロビン蛋白分解物 12  3.8  12
大豆イソフラボン 9  2.8  9
コーヒー豆マンノオリゴ糖 8  2.5  4  4
酢酸 5  1.6  5
茶カテキン 5  1.6  1  4
難消化性デキストリン 35 54.7  2  33茶系飲料
64商品 茶カテキン 10 15.6  3  3  4
＊占有率 「関与する成分」が「清涼飲料」または「茶系飲料」全体に占める比率
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７．疾病リスク低減表示特保と栄養機能食品
商品名が「おさかなのソーセージ」という魚肉ソー
セージがあり、これは疾病リスク低減表示特保のひ
とつである。一方、商品名が「おさかなソーセージ」
という栄養機能食品（カルシウム）がある。両商品
ともにカルシウムが保健効果をもたらす成分であ
り、栄養成分値はカルシウムを含めてほぼ同じであ
る（表７）。
「おさかなのソーセージ」の「許可を受けた表示
内容」には表５のカルシウムの項目と同一文言が書
かれている。「おさかなソーセージ」の「栄養機能表
示」は「カルシウムは、骨や歯の形成に必要な栄養
素です。」である。疾病リスク低減表示特保は有効性
の試験や資料を必要としないものの、厚生労働省に
申請し許可を受けた上で表示している。栄養機能食
品（カルシウム）は 1食あたりカルシウムを 210
～600mg含んでいればどこからの許可も得ずに表
示できる。原料組成も栄養成分値もほぼ同じ食品に
2種類の表示があることに消費者は混乱するのでは
ないかと思われる。
?考 察>
特保制度が始まりすでに 20年近くを経て、その商
品数も 900に達しようとする今、改めて「特保」を
概観した。
通常の食品形態であることを必須要件として発足
した特保であるが 10年後には錠剤やカプセル等の
形態でも許可されることとなり、さらに 2005年には
「規格基準型特保」「疾病リスク低減表示特保」「条
件付特保」が導入され許可の基準は緩やかになった。
とはいえ、業界関係者によれば??「新たに生まれた種
類は企業にとって魅力がなく、制度改正が利用され
ていないのが現状といえる。」とのことである。
特保の利用者として想定されているのは「健康の
維持増進を図るための健康な人達と、生活習慣病の
リスク因子が、正常高値-境界域-軽度異常（未治療、
薬物不使用）までの人達を対象とし、リスクをでき
るだけ正常に近づける手助けをする補助手段として
利用する」??とのことである。医薬品とは異なり、病
気の治療目的に使用することは想定外であるはずだ
が、現実には「血糖値が気になる方に」を許可され
た商品を糖尿病患者へ勧めている例が見受けられ
る。
財団法人日本健康・栄養食品協会は厚生労働省医
薬食品局食品安全部を主務官庁として、「健康食品」
を販売する企業が集まって作った協会であり、「特定
保健用食品の申請に係る支援に関する事業」も行っ
ている。この協会のウェブサイト??には「●特定保
健用食品《トクホ》とは、不適切な生活習慣に伴う
健康リスクを低減するように工夫された食品です。
●特定保健用食品《トクホ》制度は、国が食品に健
康表示（健康への効用をしめす表現）を具体的に表
示することを許可する世界で初めての画期的な制度
で、世界各国から注目を集めています。」とある。確
かに「世界で初めての画期的な制度」かもしれない
が、例えば難消化性デキストリンを添加された飲料
を飲むことが「健康リスクを低減する」ことにどれ
ほど寄与するのであろうか。
食品のいわゆる機能性成分に着目しつつも、通常
の食品形態で製品化することを要求したのが制度発
足当時の特保であった。その後、ビタミンやミネラ
ルを下限値以上・上限値以下で含んでいれば錠剤で
あれ、通常の食品であれ、栄養機能食品と名乗れる
制度が創設された。さらに 05年、特保に新たな種類
が導入され、先述したように同じような加工食品で
ありながら一方は特保、他方は栄養機能食品を名乗
る実態が生まれている。
食品の表示はその食品に関する基礎情報を提供す
表７ 魚肉ソーセージ 2種の表示
1本（75g）当り
?おさかなのソーセージ」 ?おさかなソーセージ」
熱量 Kcal  129  124
たんぱく質 g  6.7  6.3
脂質 g  6.8  6.4
炭水化物 g  10.3  10.5
ナトリウム mg  551  539
カルシウム mg  350  365
食塩相当量 g  1.4  1.4
疾病リスク低減表示特
定保健用食品
栄養機能食品（カルシ
ウム）
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るものである。食品衛生法や健康増進法、JAS法に
基づく「義務としての表示」を点検することにより、
使用材料、量、保存方法、製造者等々がわかり、購
入するか否かの判断に役立つ。しかし、食品の容器
包装上にはいろいろな文言が書かれており、「義務表
示」と「任意表示」さらには単なる宣伝文言の見分
けはかなり難しい。食生活教育において「食品の表
示を学ぶ」意義はこれらをきちんと見分ける目を養
い、適切に食品を選択する判断材料を知ることにあ
るが、複雑化した「表示」を系統的に伝えることは
困難を極める。特保もまた「表示」の複雑化をもた
らしている要因の一つである。
特保は確かに厚生労働省の審査に合格した商品で
あり、ヒトを対象とする実験で一応の効果が得られ
たと認められてはいる。しかしながら本報告では言
及しなかったが、データを子細に検討するとその効
果はかなり限定的であることが分かる??。
「食品の種類」が飲料関係に大きく偏っており、
難消化性デキストリンという一成分が「関与する成
分」の 3割近くを占めるという事実、有効性の試験
やデータを必要としない疾病リスク低減表示特保の
存在等、特保制度は人々の食生活に役立っているの
か、疑わしい。むしろ、食品に栄養効果以外の保健
効果を求めすぎる誤った風潮を生む一因となってい
るのではないかとさえ考えられる。制度の存廃その
ものを考える必要がある。
?要 約>
特定保健用食品（特保）マーク表示を許可された
製品は 2009年 8月 28日現在、892商品に及ぶ。特保
は消費者にとって意義ある商品と言えるのか否かを
考察するために、制度創設（1991年）から 19年を経
た現時点における特保商品を概観した。厚生労働省
のウェブサイトより特保マーク表示が許可されてい
る全商品の一覧表をダウンロードし、「商品名」「食
品の種類」「関与する成分」「許可を受けた表示内容」
等について検討した。「食品の種類」において最も多
いのは「清涼飲料」（188）であり、「清涼飲料水」（127）、
「茶系飲料」（62）、「はっ酵乳」（59）、「チューイン
ガム」（59）、「錠菓」（53）が続く（カッコ内の数字
は商品数。以下、同じ）。さらに「乾燥スープ」（33）、
「乳酸菌飲料」（32）、「コーヒー飲料」（31）、「粉末
ゼリー飲料」（24）、「テーブルシュガー」（23）、「食
用調理油」（16）、「ゼリー飲料」（13）、「即席麵」（11）、
「即席みそ汁」（11）のほか、米飯や粥、納豆、とう
ふ、チョコレート等、食品の種類は多岐にわたる。
特保は通常の食品形態であることを必須要件として
発足したが 01年からはこの制約は消え、錠剤やカプ
セル等も許可されるようになり、これに該当する商
品として「錠菓（果）、粉末、顆粒」（計 60）がある。
「関与する成分」は「難消化性デキストリン」（247）
が群を抜いて多く、全商品の 27.7%を占める。「許可
を受けた表示内容」とはすなわち「期待できる保健
効果」への言及であるが、「整腸効果」（326）、「脂質
の吸収抑制等」（183）、「血糖値」（131）、「血圧」（110）
の順に多い。「食品の種類」や「関与する成分」の偏
り、「疾病リスク低減表示特保」の発足等、特保を意
義ある商品とするには疑義がある。むしろ、食品に
栄養効果以外の保健効果を求めすぎる誤った風潮を
生む一因となっているとも考えられる。
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